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(54)【発明の名称】 内視鏡用カテーテル

(57)【要約】
【課題】不注意等によって折り曲げられても芯金ワイヤ
に曲がり癖がつき難く、また可撓性チューブに通される
薬液の影響を芯金ワイヤが受けない内視鏡用カテーテル
を提供すること。
【解決手段】芯金ワイヤ４を超弾性合金製のワイヤによ
り形成して、送液路２から隔離された状態で可撓性チュ
ーブ１の先端近傍以外の部分に沿って配置した。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】軸線方向に全長にわたる送液路が形成され
た可撓性チューブと、上記可撓性チューブ内に液体を注
入するために上記可撓性チューブの基端部に設けられた
注入具接続部材と、上記可撓性チューブの腰の強さを補
強するための芯金ワイヤとを有する内視鏡用カテーテル
において、
上記芯金ワイヤを超弾性合金製のワイヤにより形成し
て、上記送液路から隔離された状態で上記可撓性チュー
ブの先端近傍以外の部分に沿って配置したことを特徴と
する内視鏡用カテーテル。
【請求項２】上記芯金ワイヤを形成する超弾性合金が、
ニッケル－チタン合金である請求項１記載の内視鏡用カ
テーテル。
【請求項３】上記芯金ワイヤが上記可撓性チューブに埋
設されている請求項１又は２記載の内視鏡用カテーテ
ル。
【請求項４】上記芯金ワイヤが上記可撓性チューブの外
面に沿って配置されている請求項１又は２記載の内視鏡
用カテーテル。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は、体腔内への薬液
散布等をするために内視鏡の処置具挿通チャンネルに挿
脱使用される内視鏡用カテーテルに関する。
【０００２】
【従来の技術】内視鏡用カテーテルは一般に、四フッ化
エチレン樹脂チューブ等からなる可撓性チューブの基端
に注射筒等を接続可能な注入口金が取り付けられてい
る。
【０００３】そして、可撓性チューブが処置具挿通チャ
ンネルへの挿入操作時に折れ曲がるのを防止するため
に、ステンレス鋼線製の芯金ワイヤが可撓性チューブ内
に緩く挿通配置されている。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】上述のように、可撓性
チューブ内に芯金ワイヤが通されていることにより、可
撓性チューブの腰の強さが補強されるので、可撓性チュ
ーブを、一般の使用で折り曲げてしまうことなく処置具
挿通チャンネルに押し込み操作することができる。
【０００５】しかし、操作の不注意等によって可撓性チ
ューブを一旦折り曲げてしまうと、内部の芯金ワイヤに
曲がり癖がついて元通りの真っ直ぐな状態に戻すのがか
えって難しくなり、それによって可撓性チューブにも曲
がり癖がついて寿命が短くなってしまう。また、可撓性
チューブに通される薬液の種類によっては、芯金が変色
したり変質する場合がある。
【０００６】そこで本発明は、不注意等によって折り曲
げられても芯金ワイヤに曲がり癖がつき難く、また可撓
性チューブに通される薬液の影響を芯金ワイヤが受けな
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い内視鏡用カテーテルを提供することを目的とする。
【０００７】
【課題を解決するための手段】上記の目的を達成するた
め、本発明の内視鏡用カテーテルは、軸線方向に全長に
わたる送液路が形成された可撓性チューブと、可撓性チ
ューブ内に液体を注入するために可撓性チューブの基端
部に設けられた注入具接続部材と、可撓性チューブの腰
の強さを補強するための芯金ワイヤとを有する内視鏡用
カテーテルにおいて、芯金ワイヤを超弾性合金製のワイ
ヤにより形成して、送液路から隔離された状態で可撓性
チューブの先端近傍以外の部分に沿って配置したもので
ある。
【０００８】なお、芯金ワイヤを形成する超弾性合金
が、ニッケル－チタン合金であってもよい。そして、芯
金ワイヤが可撓性チューブに埋設されていてもよく、或
いは可撓性チューブの外面に沿って配置されていてもよ
い。
【０００９】
【発明の実施の形態】図面を参照して本発明の実施例を
説明する。図１は本発明の第１の実施例の内視鏡用カテ
ーテルの全体構成を示しており、図２はそのII－II断面
を示している。
【００１０】１は、図示されていない内視鏡の処置具挿
通チャンネルに挿脱される可撓性チューブであり、例え
ば四フッ化エチレン樹脂等によって形成されている。こ
の可撓性チューブ１はいわゆるマルチルーメンチューブ
であり、軸線方向に全長にわたる送液路２が形成される
と共に、送液路２に比較して小さな断面形状のワイヤ挿
通孔３が、送液路２とは隔離されて軸線方向に全長にわ
たって形成されている。
【００１１】送液路２の基端には、注射筒等のような注
入具を接続するための注入具接続部材５が取り付けられ
ている。注入具接続部材５は金属又はプラスチック製で
あり、送液路２に直接連通しているので、注入具から注
入具接続部材５に薬液を注入して送液路２の先端から噴
出させることができる。
【００１２】可撓性チューブ１のワイヤ挿通孔３内には
芯金ワイヤ４が挿通配置されており、芯金ワイヤ４の先
端は可撓性チューブ１の先端から数センチメートル～数
十センチメートル後方に位置している。芯金ワイヤ４の
基端は可撓性チューブ１の基端付近に位置している。
【００１３】そのように、可撓性チューブ１内に芯金ワ
イヤ４が通されていることにより、可撓性チューブ１の
腰の強さが補強され、可撓性チューブ１を折り曲げてし
まうことなく処置具挿通チャンネルに押し込み操作する
ことができる。
【００１４】この芯金ワイヤ４としては、例えばＮｉ－
Ｔｉ（ニッケル－チタン）合金等からなる超弾性合金製
ワイヤが用いられている。超弾性合金製ワイヤは、小さ
な曲率半径で折り曲げても曲がり癖がつかない（或い
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は、非常につき難い）特徴を有している。
【００１５】したがって、不注意等によって芯金ワイヤ
４が挿入されている部分で可撓性チューブ１を折り曲げ
てしまっても、芯金ワイヤ４が自然な真っ直ぐの状態に
戻るので、新品時とほぼ同様の状態で使用を続けること
ができる。
【００１６】芯金ワイヤ４が入っていないワイヤ挿通孔
３の先側部分にはエポキシ樹脂系等の接着剤６が充填さ
れて、ワイヤ挿通孔３の先側部分を封止している。ま
た、ワイヤ挿通孔３の基端部分は熱溶着等によって封止
されており、先端部分を同様にして封止してもよい。
【００１７】このようにして、芯金ワイヤ４が他の部分
から完全に隔離されてワイヤ挿通孔３内に埋設された状
態になっているので、送液路２にどのような薬液等が通
されても、芯金ワイヤ４には薬液が触れず、芯金ワイヤ
４の変色や変質が発生しない。
【００１８】図３は本発明の第２の実施例の内視鏡用カ
テーテルの全体構成を示しており、図４はそのIV－IV断
面を示している。この実施例においては、可撓性チュー
ブ１として単純な単孔チューブが用いられており、その
可撓性チューブ１の基端部を熱成形等によってラッパ状
に広げて注入具接続部材１５が形成されている。
【００１９】そして、第１の実施例と同様の超弾性合金
製ワイヤからなる芯金ワイヤ４が、可撓性チューブ１の
外面に沿って配置されている。芯金ワイヤ４の先端が可
撓性チューブ１の先端から数センチメートル～数十セン
チメートル後方に位置し、芯金ワイヤ４の基端が可撓性
チューブ１の基端付近に位置している点は第１の実施例
と同様である。
【００２０】芯金ワイヤ４は細い合成樹脂製チューブか
らなるワイヤ挿通チューブ１３内に挿通されていて、そ*
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*のワイヤ挿通チューブ１３が接着剤１６で可撓性チュー
ブ１の外周面に接合されている。ワイヤ挿通チューブ１
３の両端は、接着剤１６によって封止されている。
【００２１】
【発明の効果】本発明によれば、芯金ワイヤを超弾性合
金製のワイヤで形成して可撓性チューブの先端近傍以外
の部分に沿って配置したことにより、不注意等によって
芯金ワイヤが挿入されている部分で可撓性チューブを折
り曲げてしまっても、芯金ワイヤが自然な真っ直ぐの状
態に戻るので、新品時と変わらない状態で使用を続ける
ことができる。
【００２２】そして、芯金ワイヤが送液路から隔離され
た状態に配置されているので、芯金ワイヤが、可撓性チ
ューブに通される薬液の影響を受けず、変色したり変質
することがない。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施例の内視鏡用カテーテルの
側面断面図である。
【図２】本発明の第１の実施例の図１におけるII－II断
面図である。
【図３】本発明の第２の実施例の内視鏡用カテーテルの
側面断面図である。
【図４】本発明の第２の実施例の図３におけるIV－IV断
面図である。
【符号の説明】
１  可撓性チューブ
２  送液路
３  ワイヤ挿通孔
４  芯金ワイヤ
５，１５  注入具接続部材
１３  ワイヤ挿通チューブ
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【図３】
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要解决的问题：为内窥镜提供导管，其中心轴导线即使由于粗心等而弯
曲也几乎不弯曲，并且芯线不会受到通过柔性管的化学液体的影响。 解
决方案：芯棒线4由超弹性合金制成的线形成，并且在与液体输送通道2
分离的状态下沿着柔性管1的远端附近的部分布置。
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